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要 旨

中国の小学校理科の授業では教科書を主体とする学校が一般的で、観察や実験はほとんど行われていない。

生物分野の授業で「動物の体のつくり」の学習の中で血流や心臓を観察することは、児童に関心をもたせるだ

けでなく、生命を実感させることができる重要な体験になる。そこで、中国の小学校でも扱うことのできる教

材生物と観察内容について検討し、中国の一般的な小学校で 6年生を対象として授業を実践し、児童および教

師の反応を調べた。 ドジョウとミジンコの人手が容易であったことから、授業内容はこれらの循環系の観察と

した。児童らはドジョウやミジンコを知っているものの、内部構造を見るのははじめてであり、他の動物の体

のつくりにも関心を高めるものであった。授業参観した教師らは教材が面白く、児童の好奇心や探究心を呼び

起こすものであると評価し、実物を見せることの必要性を感じていた。 ドジョウやミジンコの飼育を希望する

児童もいたことから、中国でも小動物の観察と飼育を実施する意義は大きいといえる。

1 . はじめに

初等教育において生命に関する教育は重要であり、

道徳をはじめ、生活科や理科など複数の教科の中で扱

われている。特に理科では、その役割は大きい。生き

ものの飼育を通じて生きものに親しむことで生命尊厭

の態度を育み、生きものの増え方や人の体の仕組みに

ついて学ぶことで、生命のつながりや生きていること

について科学的な視点から理解し、正しい生命観を身

に付けることになる（例えば角屋， 1999;鳩貝， 2001; 

嶋野， 2005a, b, c ; 小椋， 2006)。

この学習の中では、他の自然科学と同様に、実物を

使った観察や実験をする体験活動が重要である。その

ため、教材として適した身近な生物を扱うことが必要

であり、教科書に掲載されている具体的事例だけでな

く、教師の工夫により様々な教材生物が用いられてい

る。観察や実験には準備が必要であるために実施には

時間を要するが、実物を見せることの教育的意義を考

えると、実施しやすい観察・実験例を開発することが

必要だろう。

中国の初等教育では、日本の「理科」に相当する教

科は「科学」であり、生物分野の内容としては H本に

類似している。つまり、第三学年では身近な動植物を

探したり育てたりしながら、昆虫の体のつくりや植物

の育ち方、昆虫と植物との関わりなどを学ぶ。第四学

年では消化の仕組みを中心にしながら健康な食生活に

ついて、そして第五学年では呼吸と血液循環について

学び、第六学年では顕微鏡下の世界という単元で生命

体のつくりについて扱う（中国教育報、中国小学校）。

このように、中国でも「科学」で生命に関する教育

が行なわれているものの、授業は教科書を主体とする

学校が一般的である。少なくても、著者の一人である

王の出身地である中国・内モンゴル自治区の一般的な

小学校では、実物を使った授業はほとんど行なわれて

いない。科学は副科として扱われ、授業時間は週にわ

ずか 1時間である。受動型の授業から探求型に変わる

という教育方針も打ち出されているが、児童の創新精

神と実践能力を重視する学校は少ない。

本研究では、「科学」の授業内容に一致して生命教

育につながる観察・実験を考え、中国で実施可能な実
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習を作成することを目的とした。 日本では第六学年の

「動物の体のつくり」の学習の中で、心臓の拍動や、

血液の観察を行う。これは動物が生きていることを実

感するものであるため、この観察を中心とした授業を

考えた。そのために、中国で入手可能な教材生物の調

壺や、実際に中国の小学校で実習を試行して、中国の

一般的な小学校理科の授業における小動物の活用につ

いて検討を行なった。

2. 中国で入手可能な教材生物の調査

著者の一人である王の出身地である内モンゴル自治

区フフホト市の小学校での授業実践を計画し、 2006

年 9月に内モンゴル師範大学附属小学校 （モンゴル族

学校）や、フフホト市内の観宜魚市場を視察した。中

心地に銀町観宜魚市場という場所があり、狭い道の両

側に観宜魚店が並び、道の中央にも出店が並んでいた

（図 I)。金魚は一般的な観宜魚としてたくさんの品種

が販売されていた。また、高級な熱帯魚も数多く、観

宜魚の餌として、小さなフナやドジョウ、また、生き

たミジンコやアカムシなども売られていた。

甚本的には、魚類と甲殻類の活用を考えた。脊椎動

物だけでなく、無脊椎動物についても比較しながら観
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察することで、動物の共通性と多様性を知ることにつ

なげたいからである。 日本の小学校では、 「動物の体

のつくり」で用いる教材生物は、主にメダカであるが、

市場にはなかった。また、当初はザリガニの活用を考

えたが、観宜魚市場にはザリガニ類だけでなく、エビ ・

カニ類はみられなかった。

市場での調査から、安価で飼育が容易なものとして、

ドジョウとミジンコを教材生物の候補とした。これら

は狭い容器の中に高密度で入れられていた。 ドジョウ

は発泡スチロー．ル箱やビニール袋を竹籠に広げた中に

数千尾が入れられていた。店員の話では、その状態で

餌も与えずに数ヶ月は生きている上、年間通じて入荷

するそうだ。 目方売りであるが、 5匹で 1中国元 (15

円）であった。また、 ミジンコは 20cmX 40cm X 5cm 

（深さ）ほどのパットの中に水が赤く見えるほど高密

度に入れられていた。種類はオオミジンコであった。

店員によると 4月~II月にはバイグで 60キロ程離れ

た川までほぽ毎日に採りに行っているとのことであっ

た。1中国元で 30mlほどのグラス 1杯ほどであった。

1 mlに50匹以上いるため、 1杯でかなりの個体数に

なる。

ドジョウやミジンコは、日本でも一般的な教材生物

である。 ドジョウは解剖してもしばらくは心臓が拍動

図1.教材生物を調査した観賞魚市場の様子. A. 市場の入口. B. 様々な品種の金魚 C. ミジンコの販売店． ミジンコ

は中央のパットの中にいる. D. ドジョウの販売． ドジョウは発泡スチロール箱やピニール袋を入れた竹籍の中．
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するほど生命力も強く、尾鰭の血流も観察しやすいた

めに活用されている（小川， 2004; 長野県理科教育

NET)。また、ミジンコの体は透明であるために解剖

することなく体の内部構造を知ることができる上、心

拍数を指標として環境、特に水質汚染物質の影響を調

べる実験も可能で、アメリカでも環境学習の教材生物

として活用されている (Trautmann,2001)。

3 . 中国で実施可能な実習の検討

1時間の授業時間で実施可能で、児童が生命を実感

する「動物の体のつくり」に関する授業案を計画した。

内容としては、 ① ドジョウを用いた尾鰭の血流観察

と、解剖による心臓の位置と拍動の観察、 ②ミジン

コの心臓の位置と拍動の観察、 ③ ドジョウとミジン

コの心臓の比較により、脊椎動物と無脊椎動物では心

臓を中心とする循環系の位置が背側で逆になっている

ことに気づかせようとするものとした。無脊椎動物の

体のつくりは小学校での学習範囲を超えるものではあ

るが、早い学齢期から生物の共通性と多様性を理解す

ることは意義があると考えた。さらに、残ったドジョ

ウやミジンコの教室内飼育も簡単な設備で飼育可能で

あることを紹介することとした。

観察の目的、 ドジョウとミジンコを用いた観察の手

順、および脊椎動物と無脊椎動物の体の構造の比較を

指導内容 学習活動

・事前アンケート調査 ・アンケート回答

・観察や実験の重要性 ・プリントを読む

導入
•動物の体のつくりの基本

10分

・実験動物について

・顕微鏡の使用について

示した資料を、日本語版および中国版で作成した。こ

れを活用しながら授業を展開するための指導案を立て

た（図 2)。 ドジョウの心臓の拍動観察のためには生

体を解剖しなければならないので、児童らに解剖をす

る上での注意や、実験動物を扱う心構えなどを十分説

明するようにした。

4. 日本の小学校での試行

授業の内容や時間配分を検討するために、三重県津

市立栗真小学校で 6年生 lクラス 24名の生徒を対象

として著者らが授業を実施した。すでに「動物の体の

つくり」の単元を学習したところで、このドジョウと

ミジンコの観察は復習にもなった。児童にはこの実習

についてのアンケート調査も行なった。 ドジョウは食

用に販売されているものを購入して、研究室で飼育し

ているものを用いた。ミジンコは、研究室で培養して

いるオオミジンコを用いた。

児童にドジョウやミジンコに関心をもってもらうた

めに、事前に教室内での飼育を依頼したが、理科室で

飼育することになった。教室内飼育に比べると児童が

観察する機会は少ないが、 ドジョウに興味をもって見

に来た児童はいたようだ。

脊椎動物を例として、動物の体のつくりの基本につ

いて消化管を中心に循環系と神経系の配置について説

留意点 教具・教材

・身近な動物を想起させる ・アンケート配布

・グループ単位になるように ・プリント配布

する

・ドジョウとミジンコの

観察準備（補助者）

・ドジョウの血流観察 ・チャック付き袋に入れたド ・観察する順番を決める ・ドジョウ

ジョウの尾びれの血流を顕

微鏡で観察

・ドジョウの心臓の観察 ・ドジョウを解剖して心臓の ・怪我の注意 ・解剖器具（ハサミ、 ピ
展開

位置と拍動を確認 ンセット）
25分

・ミジンコの心臓の観察 ・チャック付き袋に入れたミ ・ミジンコをつぶさない ・ミジンコ

ジンコの心臓を顕微鏡で観

察

・ミジンコの飼育法 ・プリントにある飼育法を読む ・飼育セット

・ヒトと魚類の体の共通点 ・観察結果とプリントの図を ・プリント

理解

まとめ ・脊椎動物と無脊椎動物の ・実験動物への

5分 違い 感謝の気持ち

・後片付け ・後片付け

・事後アンケート調査 ・アンケート回答

図2. 授業の展開
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明した。その後、 1班 4名につき）台の顕微鏡を用い

てドジョウの尾鰭における血流観察を行なった。心臓

の観察については、授業者による演示とした。血流や

心臓の拍動は、プロジェクターでスクリーンに投影し、

全員が確認できるようにした。

アンケートの結果、全員がドジョウとミジンコの心臓

の位骰について正解を答えていたことから、授業の説明

を聞いて、内容を理解していたといえる。 ドジョウとミ

ジンコを見て感じたこととして、約 8割の児童はミジン

コの心臓の拍動が迷いことに驚いていた。また、 ドジョ

ウは解剖後でもしばらく心臓が拍動していたことから、

生命力が強い動物だと感じたようだ。動物により心臓の

位府が異なることに関心をもった児童もいたことから、

単に脊椎動物だけを扱うのでなく、多様な生きものを扱

うことに意義があるだろう。今回の実習を通じて、他の

動物の体のつくりも調ぺてみたいと思うようになったと回

答した児童は、男子で9割以上、女子でも約 8割で、

具体的に動物名もあげていた。 このように興味をもって

取り組む児童がほとんどであったが、 「気持ち悪い、残

酷である」という否定的とらえた回答も男子 1名、女子

3名にみられた。児童の様子をみながら、適切な指召を

心がけなければならなしヽだろう。

5. 中国での授業の実施

計画した授業を中国における一般的な小学校で実践

するため、中国 ・内モンゴル自治区フフホト市内の小

学校に協力校を依頼した。実施校として、小召小学校

と梁山街小学校の 2校から許可を得ることができた。

そして、 2007年 10月 II日と 12日の 3限目 (10時

00分~10時 40分） と4限目 (10時 50分~II時 30

分）に実施することになった。各校とも 6年生2クラ

スで、児童数は合計で 171名であった。実習に必要な

用具としてすぐに入手することが困難と思われたスポ

イトやチャック付きビニール袋は日本から持参したが、

それ以外は中国で入手した。顕微鏡については近隣の

小学校からも借用したが、 6台しか用意できなかった。

授業者は王で、補助者としては後藤の他に三重大学大

学院生の中川があたった。

授業のはじめと終わりで児童に対するアンケート調

査を行い、児童の科学の授業や動物に対する意識や、

動物の体のつくりに対する意識について科ねた。また、

教員に対しても生物実験に関する意識や取り組み、お

よび今回の授業についてアンケート調査を行った。

学校長からカリキュラムや課外活動の話を聞いた限

図3. 中国の小学校での実習実施の様子.A,B小召小学校での説明および顕微鏡観察 C,D. 

梁山街小学校における顕微鏡観察と解剖
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りでは、全ての児童によい義務教育を普及するための

熱意が感じられた。また、児童らは今回の授業を楽し

みにしていたようで、授業の直前にも教室の掃除をし

ていた。授業を実施校の学校長、教頭、科学担当教員、

その他の教科の教員の計 18名が参観した。

中国の一般的な小学校には理科室はないため、普通

教室での実施を想定していたが、小召小学校では会議

室を用意してくれた。梁山街小学校では普通教室での

実施となった。授業中、児童らは規律正しく、授業者

の説明に集中し、配布したプリントを熱心に読んでい

た。児童らはドジョウやミジンコを知っていたものの、

内部構造を見るのははじめてであり、熱心に観察して

いた。顕微鏡をはじめて使う児童がほとんどであるた

め、観察する順番が早く来るのを待っていた。教室が

暗かったので、顕微鏡観察はスムーズにいかなかった

が、よく見えた班の試料で全員が観察できた。解剖の

経験はなかったが、ほとんどの児童は動物の解剖には

抵抗がないようで、意欲的に取り組んでいた。 1クラ

ス約 50名と多いが、 40分で予定した授業を終えるこ

とができた。

授業前のアンケートでは、児童の身近な生き物の観

察や実験に対する意識と普段の生物授業の状況を尋ね

た。身近な生き物の形や体のつくりに関心・興味があ

るかどうかという設問に対して、 60%の児童は「とて

もある」、 33%の子どもは「少しある」、興味• 関心が

「あまりない」と「ない」の子どもは 7%にすぎなかっ

た。 9割以上の子どもは生物の学習に関心がある。授

業で生きた動物の観察経験があるかどうかを尋ねたと

ころ、 89%の子どもが「ない」と回答していたが、経

験があると答えた児童の回答を見ると、明らかに授業

でなく、学校外での経験であった。

動物の心臓の動きについてはほとんどの児童が見た

経験がないが、田舎の祖父母の家で家畜を殺すときに

羊、豚、ニワトリの心臓を見たという児童もいた。

この実習で使う動物について尋ねたところ、 ドジョ

ウについては、 99%の児童が知っており、実物を見た

ことがあるのが 78%で、食べたことがある児童が 3%

いた。 ドジョウは中国の児童にとって馴染みのある魚

であるようだ。ミジンコについても 7割近くの児童は

知っていた。採集したことがある児童も 10%、市場

で売っているのを見たことがある児童も 25%いた。

知らないと答えた児童も、実物を見ると知っていると

いう声が聞こえた。

全児童が生物の授業を好きであったが、その理由を

簡単に答えてもらったところ、「生きものが好きだか

ら」、「面白いから」などが多かった。中には「日本に

留学している先生が授業してくれるのが嬉しい」とい

う子どもの声もあった。回答としては不適切だが、こ
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の授業を楽しみにしていた児童がいたことを示してい

る。

授業後のアンケート調壺結果では、今回の授業が楽

しかったと回答した児童は 97%と好評であった。内

容についても約 95%わかったと回答していたことか

ら、短時間であっても理解できる内容であったといえ

る。生きたドジョウを使ったことに対しても、 86%の

児童は抵抗がなく、「とても嫌だった」と回答したの

は 1%に過ぎなかった。他の動物の体のつくりについ

ても調べてみたいと思うようになった児童は 72%と、

日本での試行に比べるとやや低かった。

6 . 中国の教師による評価

今回実施した授業を参観した協力校の教師に対して、

理科の授業の取り組みや、今回の授業に対する評価を

アンケートで尋ねた。回答は 2校の 18名から得られ

た。回答者は男性 8名、女性 10名であり、年齢は 40

代後半 9名、 30代 4名、 20代 5名であった。

「科学」の授業を重視している教師は 90%であっ

たが、授業の実施形態としては、教科書だけで行って

いる場合がほとんどで、「科学」の生物分野で実験や

観察を行っていないという教員がほぼ全員であった。

行なわない理由としては、「科学の授業時間数が少な

い」、「教材がない」、「設備がない」、「標本がない」等

であった。行ったことがあると回答した 1名の教員が

行なった内容は「ミミズの観察」であり、その時の児

童の反応はとても熱心で積極的だったようだ。ほとん

どの教師は動物の体のつくりを実物使って教えること

が必要であると回答していたことからも、時間数や設

備の確保は必要だろう。

今回の実験については、内容的には適当であり、全

員が面白かったと回答していた。ただ、授業の進行速

度については半数が適当であったと回答していた半面、

やや遅いと感じた教員も半数いた。短時間で多くの内

容を教えることが普通のようだ。

今回の授業の改善点としては、子どもたちは実験の

経験が少ないから、教師は演示を繰り返しながら指導

することが必要で、生徒がすることを繰り返し強調す

るべきだという意見が多かった。教材が面白く、児童

の好奇心や探究心を呼び起こし、児童がとても積極的

だったと印象は良かったようだ。

7 . まとめと今後の課題

中国と日本の小学校理科（科学）の現行カリキュラ

ムについて、中国の自然教育学大綱と日本の学習指導

要領を比較すると、教科目標としては共通している。
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つまり、中国では授業時数が非常に少ない中で教科内

容の量は多い。したがって、観察や実験を行なう余裕

はなく、講義中心の授業とならざるを得ない。また、

日本では校庭の植物や、身近にいる小動物の観察は普

通であり、昆虫類や魚類などが教室内で飼育され、教

材生物として使われている。中国の小学校の科学では

教科書を主体とする学校が一般的で、観察や実験が行

なわれることは少ない。はじめに述べたように、総授

業時間数に対する「科学」の授業時間の割合が非常に

少ないことに加えて、進学では科学が重視されていな

いことも関係するだろう。しかし、生物教育では体験

に基づいた学習は欠かせない。

中国でも身近で入手が容易なドジョウとミジンコを

使って授業計画を立てて、日本の小学校で試行した結

果、児童はこれらの動物に興味をもち、進んで観察を

行なっていた。同様のことが、中国での授業実践から

もわかり、熱心に取り組むばかりでなく、残ったドジョ

ウやミジンコの飼育を希望する児童もいた。この授業

を楽しみにしていたという児童が多かったことから、

生きものに対する関心が高い学齢期に、観察と飼育を

実施する意義は大きい。学校で小動物を飼育したこと

のある教員はいなかったが、このような児童の声を聞

いて、授業後にはドジョウやミジンコを学校で飼われ

ることになった。

授業ではドジョウの心臓を見るために解剖を行なっ

た。解剖により命が奪われるため、解剖する意義につ

いては十分説明をしたが、それでも、かわいそうだと

強く感じる児童がいた。こうした児童には特別な配慮

をしながら、無理な観察を体験しないようにする必要

があるだろう。一方で、関心をもった児童には、さら

に関心を高める指導しなければならない。動物解剖の

教育的価値については議論が多い（例えば、鳩貝，

2001 ; 西川と鶴岡， 2008)。教師の意識と児童の実態

によって最適な方法を選択することになるだろう。

今回の授業の問題点としては、教師から指摘を受け

たように、実験道具の取り扱いを知らないために、十

分に観察できない児童がいたということがあげられる。

血流の観察や、ミジンコの観察に顕微鏡は欠かせない

が、顕微鏡をはじめて使う児童にとって観察に多少の

困難があることは予想された。そのために指導者が観

察できるように準備したが、十分ではなかった。中国

の一般的な小学校では顕微鏡が数台しかないことや、

教室の明るさなどを事前に把握しておくことが必要で

あった。

授業を参観した教師のほとんどは実験や観察を実施

する経験がなかったが、この授業内容が面白く、児童

の好奇心や探求心を呼び起こせるものであると評価し

ていた。児童の意欲的な態度を見て、教員自身が生き
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ものに親しんたり、身近な小動物を使って授業するな

ど、教材開発や子どもの気持ちに寄り添うことが大切

であることを気づいたという感想もあった。中国でも、

子どもの生活的概念や問題意識を組織して、科学的概

念の形成を引き出す工夫が必要であるという現代的科

学教育観を導人した科学教育の実施が指摘されている

（装婢， 2005)。大学の附属小学校である「実験校」や、

一部の小学校では、観察・実験を取り入れた授業も見

られるため、学校間の差は大きい。一般的な小学校で

も今回のような研究授業が行われることにより、体験

的学習が少しでも行われることが期待される。

中国においても、子どもたちが自然の中で遊びより、

テレビゲームなどの新しいバーチャルな遊びが増えて

いる。生命についての直接体験が減少すれば、学校教

育の中で身近な生き物の観察などの基礎的な生命教育

を意図的に組み入れていく必要がある。「動物の体の

つくり」についての学習はこれに深く関わる単元であ

り、中国においても様々な実践例を蓄積することが求

められるであろう。
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